
5月26白(木曜日

(
に
し
つ
や
こ
)
と
結
婚

す
る
。日

中
友
好
の
種
を
ま
い

た
吟
香
を
理
解
し
よ
う
と

す
る
と
き
忘
れ
て
な
ら
な

い
の
は
、
経
世
済
民
(
世

一
を
良
く
治
め
、
民
を
助
け

住
居
と
し
た
。
そ
の
際
鍋
一
る
)
の
精
神
に
貫
か
れ
た

釜
や
必
要
な
あ
ら
ゆ
る
物
一
彼
の
や
さ
し
さ
で
あ
る
。

を
持
っ
て
き
て
世
話
し
た
一
そ
れ
が
訓
盲
院
の
設
立
や
、

の
は
、
吟
香
の
妻
の
勝
子
一
上
海
に
多
い
感
染
症
の
治

だ
っ
た
。
そ
う
証
言
す
る
一
療
法
の
研
究
、
ア
へ
ン
の

白
岩
龍
平
(
し
ら
い
わ
り
一
病
毒
に
あ
え
ぐ
清
人
の
た

ゅ
う
へ
い
、
吉
野
郡
宮
本
一
め
に
、
病
院
を
つ
く
ろ
う

村
出
身
)
は
、
河
本
・
福

一
と
す
る
活
動
と
な
っ
て
あ

原
と
同
じ
く
作
州
出
身
で
、
て
り
わ
れ
る
。
ま
た
自
分
と

彼
ら
と
と
も
に
日
清
貿
易

一同
じ
志
を
も
っ
慈
善
事
業

研
究
所
で
学
ん
だ
。
彼
は

一家
を
親
身
に
助
け
た
。

関
谷
量
卒
で
は
な
い
が
、
一
先
日
岸
田
吟
香
を
語
り

当
時
資
金
集
め
と
雑
務
に
一
継
ぐ
会
の
方
か
ら
、
貴
重

追
わ
れ
る
荒
尾
を
補
佐
し
一
な
史
料
を
読
ま
せ
て
い
た

て
い
た
。
荒
尾
の
門
人
と
一
だ
い
た
。
そ
れ
は
丹
波
国

し
て
書
生
的
役
割
を
果
た
一
氷
上
郡
竹
田
村
(
現
兵
庫

し
(
中
村
義
『
ア
ジ
ア
主
一
県
丹
波
市
氷
上
町
)
の
豪

義
的
実
業
家
の
系
譜
』
)
、
一
農
土
倉
家
に
、

1
8
3
9

荒
尾
と
吟
香
と
の
密
接
な
一
(
天
保
叩
)
年
に
生
ま
れ

関
係
を
白
岩
は
そ
ば
で
見
一
た
児
童
福
祉
の
先
駆
者
大

知
っ
て
い
た
。
後
に
彼
は
一
野
唯
四
郎
(
お
お
の
た
だ

西
一
微
山
の
三
女
西
艶
子
一
し
ろ
う
、

1
8
3
9
1
M
)

日
清
貿
易
研
究
所
ヘ

2022年(令和4年)

上
海
に
日
清
貿
易
研
究

所
を
設
立
し
て
優
秀
な
人

材
を
育
て
よ
う
と
、
荒
尾

は
生
徒
募
集
の
た
め
に
日

本
全
国
を
遊
説
し
て
ま
わ

一
っ
た
。

1
8
8
9
(明
治

辺
)
年
に
彼
は
関
谷
量
へ

も
や
っ
て
来
た
。

彼
の
語
る
西
力
東
漸
の

世
界
情
勢
と
、
四
方
を
海

に
固
ま
れ
た
日
本
こ
そ
、

外
国
貿
易
に
よ
っ
て
富
国

に
な
り
得
る
条
件
を
備
え

て
い
る
、
自
分
と
(
荒
尾

と
)
と
も
に
、
富
を
作
り

だ
そ
う
で
は
な
い
か
と
の

講
演
は
、
閑
谷
の
生
徒
た

ち
を
熱
っ
ぽ
い
興
奮
の
渦

に
巻
き
込
ん
だ
。
こ
の
時

胸
中
の
は
や
る
思
い
を
抑

え
な
が
ら
、
静
か
に
聞
き

入
っ
て
い
た
の
が
河
本
磯

乃明来庁目車月J... 主宰

1
 

1
 

(
 

文

化

史

研

究

家

村

上

節

平
(
こ
う
も
と
い
そ
へ
い
、

大
庭
郡
河
内
村
出
身
)
で

あ
る
。翌

叩
年
河
本
は
閑
谷
量

の
全
糾
を
終
え
て
卒
業
す

る
と
、
量
長
西
一
微
山
の
推

薦
状
を
も
っ
て
日
清
貿
易

研
究
所
へ
入
所
す
る
。
河

本
の
親
友
福
原
林
平
(
ふ

く
は
ら
り
ん
ぺ
い
、
東
北

条
郡
加
茂
村
出
身
)
は
、

荒
尾
の
来
閑
時
す
で
に
卒

業
し
て
い
た
が
、
彼
も
ま

た
人
を
魅
了
す
る
荒
尾
の

人
間
性
と
中
国
の
将
来
性

と
に
期
待
を
か
け
、
日
清

貿
易
研
窓
附
ヘ
入
所
す
る
。

荒
尾
は
上
海
の
研
究
所

と
と
も
に
、
吟
香
の
資
金

援
助
で
東
京
芝
区
の
明
舟

町
に
日
清
貿
易
商
会
を
開

設
し
、
そ
こ
を
事
務
所
兼

子

の
生
涯
を
ま
と
め
た
冊
子

『
大
野
唯
四
郎
』
(
市
島
町

史
実
研
究
会
発
行
)
で
あ

る。
大
野
の
い
ば
ら
に
み
ち

た
福
祉
事
業
の
開
拓
が
、

吟
香
の
懇
切
な
指
導
に
よ

っ
て
公
的
な
も
の
へ
と
引

き
上
げ
ら
れ
た
経
緯
が
分

か
る
。
大
野
は
成
人
後
、

現
丹
波
市
市
島
町
の
、
南

北
朝
期
か
ら
続
い
た
豪
農

大
野
家
へ
養
子
に
入
り
、

貧
し
さ
故
の
捨
て
子

・
堕

胎
・
餓
死
を
防
止
し
よ
う

と
し
た
。
都
市
に
は
浮
浪

児
が
群
が
り
、
非
情
な
捨

て
子
や
堕
胎
は
止
ま
る
所

が
な
く
、
孤
児
や
借
金
の

払
え
な
い
極
貧
の
人
々
へ

救
い
の
主
主
主
芋
υ伸
べ
た
。

大
野
は
極
貧
者
の
子
を

引
き
取
っ
て
養
育
に
当
た

り
、
京
阪
神
の
知
名
の
士

を
訪
ね
て
孤
児
の
状
況
調

査
と
そ
の
救
助
策
を
打
ち

合
わ
せ
た
。
東
本
願
寺
・

清
水
寺
・
知
思
院

・
そ
の

他
大
小
の
寺
を
訪
ね
て
は
、

精
神
面
で
の
民
生
救
他

(
き
ゅ
う
じ
ゅ
つ
捨
て

子
・
堕
胎
を
す
る
貧
者
を

助
け
る
)
を
依
頼
し
た
。

そ
し
て
犬
坂
島
ノ
内
に
孤

児
の
収
容
所
(
堺
の
社
会

福
祉
法
人
愛
車
の
前
ぎ

を
つ
く
っ
た
の
だ
が
、
こ

の
頃
吟
香
は
盲
人
教
育
の

必
要
性
を
痛
感
す
る
英
人

や
日
本
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

ら
と
、
訓
盲
院
の
設
立
を

目
的
と
す
る
楽
善
会
を
つ

く
っ
た
。

へ
ッ
プ
パ
!
ン
が
翻
訳

し
て
い
る
ヨ
ハ
ネ
伝
の
一

部
を
凸
版
で
、
ア
メ
リ
カ

で
出
版
し
、
費
用
は
ア
メ

リ
カ
の
教
会
が
負
担
す
る

こ
と
を
申
し
合
わ
せ
た
。

し
か
し
楽
善
会
関
係
者
に

は
外
国
人
や
、
ク
リ
ス
チ

ャ
ン
が
多
く
、
訓
盲
院
の

設
立
許
可
は
な
か
な
か
お

り
な
か
っ
た
。

1
8
7
6

(
明
治
9
)
年
に
や
っ
と

認
可
さ
れ
、
吟
香
は
公
的

手
続
き
の
効
果
的
な
ノ
ウ

ハ
ウ
を
知
っ
て
い
た
。
こ

の
年
大
野
は
家
財
道
具
の

大
せ
り
市
を
行
い
、
そ
の

金
を
丹
波
・
東
京

・
大
坂

・
京
都

・
長
崎
の
孤
児
収

容
所
へ
送
っ
て
い
る
の
だ

が
、
後
に
彼
は
私
財
を
蕩

尽
(
と
う
じ
ん
)
し
、
一

家
離
散
の
う
え
、
悲
劇
的

な
死
を
遂
げ
る
の
で
あ
る
。

吟
香
ら
楽
善
会
に
は
幸

い
、
東
京
日
日
新
聞
紙
上

に
広
告
を
載
せ
、
寄
付
金

を
募
集
す
る
手
段
が
あ
っ

た
。
楽
善
会
が
出
し
た
広

告
を
大
野
は
読
ん
だ
に
違

い
な
く
、

1
8
7
8
(明

治
日
)
年
彼
は
楽
善
会
を

視
察
、
吟
香
を
訪
ね
て
き

た。

2
人
は
何
度
も
打
ち

合
せ
を
し
、
吟
香
は
大
野

の
施
設
を
公
認
と
す
る
方

法
を
指
導
し
、
後
援
し
て

く
れ
そ
う
な
人
々
も
紹
介

し
た
。大

野
の
地
元
の
育
児
所

を
「
愛
育
堂
」
と
命
名
し
、

そ
の
揮
官
宅
(
き
ご
う
)
を

長
三
州
(
ち
ょ
う
さ
ん
し

ゅ
う
、
当
時
宮
内
省
御
用

掛
で
明
治
書
家
の
第

一
人

者
)
に
依
頼
す
る
こ
と
に

し
た
。
大
野
の
募
金
の
帳

面
を
取
り
調
べ
、
そ
れ
に

「
愛
育
堂
滋
恵
金
人
名
録
」

と
印
し
、
必
要
な
書
類
も

与
え
た
。

4
8
7
9
(明

治
ロ
)
年
丹
波
の
下
竹
田

の
育
児
院
戒
、
翌
日
年
に

は
大
坂
島
メ
内
の
育
児
院

が
公
認
と
な
っ
た
と
き
、

蓄
の
蛤
否
へ
の
成
謝
は
、

例
え
よ
う
も
な
か
っ
た
で

あ
ろ
う
。

一

こ
の
誠
実
な
人
柄
の
吟

香
の
肉
声
を
、
日
清
貿
易

研
究
所
生
の
多
く
は
聞
い

て
い
る
の
で
あ
る
。
研
究

所
の
開
設
に
あ
た
り
、
吟

香
は
入
所
前
の
生
徒
に
心

得
と
し
て
、
分
か
り
ゃ
す

い
演
説
を
行
っ
た
。
そ
れ

が
福
原
林
平
の
メ
モ
と
し

て
閑
谷
鐘
の
生
徒
に
伝
わ

っ
て
い
る
。


